
<研究の概要>

大正・昭和期の文学（1920年代から40年代）を中心に同時代
の思想との関わりについて検討を行っている。特に小説家の
横光利一や文芸評論家の保田與重郎、さらにその周縁の文
学者における近代主義批判、所謂〈近代の超克〉の問題機制
と〈日本的なもの〉とのつながりについて考察を行っている。

日本研究家のラフカディオ・ハーン（小泉八雲）やポール・
ヴァレリーなど西洋の文学者・思想家、また西田幾多郎や和
辻哲郎、田辺元など京都学派の哲学者らが日本の文学者に
与えた影響についても検討している。近年は、大正期の作家
として佐藤春夫や芥川龍之介の文学にも遡行して考察を進め
ている。

日本近代文学において〈日本的なもの〉、近代化の問題とも
に伝統の問題がどう認識され、描かれたかについて検討して
おり、そこから派生した問題として、近代文学における故郷・地
方の問題についても考えている。徳島ゆかりの文学について
も研究を行っており、ポルトガル人の文筆家で徳島に移り住ん
だヴェンセスラウ・デ・モラエスの著作が日本の文学者に与え
た影響についても調査している。

また、横光利一の小説をはじめとして、モダニズム文学にお
ける近代科学の影響、文学と近代科学の交錯する諸問題に
関しても考察を行っている。
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